
     

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の講師 加藤氏からの「ひとこと」です。 

 

愛妻の死以来、心に巨大な穴が空いた 3人が、ど

うあがき、どう格闘し、その穴を埋めていくか

が、生きて行く上での最大の問題となりました。

私は生きる意味が全く分からなくなりました。仕

事も残された子供たちの世話をするのさえイヤに

なり生活はドンドン崩れていきました。 

死ぬ事しか考えられなくなった私が、偶然にも主

イエス・キリストと出会い、文京区にある根津教

会の礼拝に出席する様になりました。 

 

それから、私の数少ない取り柄であるイラスト

と、教会のポスター、チラシ作りに私を用いてく

ださる様になり、さらに訪問看護師として介護に

入らして頂き、利用者様の暮らしと関わること

で、この世にまだいる意味を知り、一時でも心が

安らぐ事が、今の私の喜びとなりました。 

 

 

スタッフ一同、みなさまのお越しを心からお待ち

しております。 

● 場所：東急スクエア 八王子学園都市センター（JR 八王子駅北口前）  

      １２Ｆ 第４セミナー室 

● プログラム 

メッセージ・フェローシップ  7：30pm～9：00pm 

 ※ 予約は不要です。 ※ 参加費無料ですが、自由カンパがあります。 

ホームページ ： http://vip-hachioji.jimdo.com/ 

問い合わせ先 ： 鈴木正弘   

TEL&FAX: 042-651-3970                     

E-mail:mskara2@ybb.ne.jp                        

日程：９月２０日（金）午後7時30分～9時 

講師：加藤 幸一氏 

（訪問看護師／教会のグラフィックデザイナー） 

テーマ: 「心に空いた巨大な穴をどう埋めるのか‥」 

＜講師プロフィール＞ 

昭和 29年 2月 26日 葛飾区亀有生まれ 

その後足立区に転居 

日本大学文理学部哲学科中退 

印刷関係の会社に勤務 

長女誕生を機に軽貨物運送業者として独立 

2002年 愛妻の明子を肺腺癌で失くす 

（私が 49 歳、娘が中学 1 年、息子が小学 5 年で

した） 

現在は訪問看護師、教会のグラフィックデザイナ

ーに従事 

 

著書に 

「天気草-肺腺癌で逝った妻の日記」 

加藤 明子（加藤幸一編）、 

「天気草」日録 

～肺腺癌で逝った妻への挽歌～ 

加藤 幸一 

次回 2019年 11月 
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